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南区の概況

１　南区の概況
　南区は、大野中・大野南・麻溝・新磯・相模台・相武台・東林の７つの地区で構成され、大規模な商
業地が形成されているとともに、公園や緑地など憩いの場が充実した地域で、面積は38.11平方キロメー
トル、市域の約11.6％の面積を占めています。人口は279,296人（平成31（2019）年１月１日現在）で、
３区の中で最も人口の多い区となっています。
　本市の南の玄関口である相模大野駅周辺には、大規模小売店舗、文化・文教施設などが立地しており、
市を代表する商業・業務地域が形成されています。そのほか、古淵駅周辺、小田急相模原駅周辺、東林
間駅周辺は、商業地としてそれぞれの地区の拠点機能を担っています。
　また、区中央部には、木もれびの森や相模原麻溝公園、県立相模原公園などのまとまったみどりが、
区南西部には、相模川沿いの田園地帯などがあり、豊かな自然も広がっています。
　一方、市内に３箇所ある米軍基地のうち、キャンプ座間（全体面積：229.2ヘクタール、うち相模原
市域分：172.5ヘクタール）と相模原住宅地区（59.3ヘクタール）の２箇所が区の南部、小田急小田原
線沿線の市街地の周辺に位置していることから、計画的なまちづくりを進めていく上で大きな障害となっ
ています。
　今後は、圏央道相模原愛川インターチェンジの利便性を生かした新たな都市づくりに向けて、周辺の
地区における土地区画整理事業や区の主要幹線道路である県道52号（相模原町田）の拡幅整備などが進
められます。

相模大野駅周辺
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南区の現状と課題

１　子育て・教育
　南区は、保育所等利用保留児童数・待機児童数が市内で最も多く、保育所等の新設、認定保育室の認可化、
小規模保育事業の整備などが必要となっています。　　
　また、子育て支援のための施設などの充実を図り、地域で安心して子育てができるような子育て支援
体制の整備や安心して子どもが遊ぶことができる環境の整備が求められています。
　南区には小学校25校、中学校14校、高等学校６校、中等教育学校１校、特別支援学校１校のほか、北
里大学、相模女子大学、女子美術大学といった特色を持った私立大学や専門学校が立地しています。
　学校での教育のほかにも、子どもの地域活動への参画による地域の伝統行事などの学習機会の充実や、
地域住民による小学校の登下校の見守りなど、地域みんなで子どもを “共育 ”（共に育てる）する環境づ
くりが求められています。
　生涯学習については、各公民館で多くの活動を行っていますが、区民の多様な学習ニーズを捉えた事
業の実施やその情報発信に取り組む必要があります。

２　健康・医療・福祉
　南区の高齢化率は、平成27（2015）年時点で24.6%となっており、本市の高齢化率（24.0%）を上回っ
ています。さらに、「平成30年推計」によると、令和47（2065）年には、40.3％まで上昇すると見込
まれています。こうしたことから南区では、若い頃からの健康教育、高齢者の生きがいづくり、介護予
防などの相談支援体制の充実や、地域全体で高齢者を見守り支え合うネットワークづくりが求められて
います。
　また、高齢化が進むことにより、公共交通以外に移動手段がない方が増加するため、生活交通の環境
整備に取り組む必要があります。
　医療面では、北里大学病院や独立行政法人国立病院機構相模原病院などの大きな病院があり、医療施
設の数も市内で最も多い区であることから、区民に安心感を与えていますが、今後は、かかりつけ医か
ら救急医療機関までの医療機関相互の連携や休日及び夜間における充実した救急医療体制の確保が求め
られています。

３　安全・安心・防災・住環境
　南区は、県内の他の地域に比べて自転車事故の発生件数が多く、平成23（2011）年度以来、神奈川
県交通安全対策協議会より自転車交通事故多発地域に指定されています。通勤・通学の際の自転車利用
者が非常に多いことから、自転車利用環境の整備や、自転車利用者のマナーの向上、事故・盗難の防止
に向け、更に重点的に取り組む必要があります。
　消費者を取り巻く現状は、高齢者を対象とした振り込め詐欺や消費者トラブルによる被害が増加して
おり、今後、一層の対策が必要です。
　災害対策では、東日本大震災や熊本地震の教訓を踏まえ、自主防災組織の活動内容の充実など、地域
による防災力の更なる強化が求められています。また、近年、本市でも台風や豪雨による被
害が発生していることから、浸水対策を進める必要があります。あわせて、年々増加傾向に
あるひとり暮らしの高齢者や、避難行動の際に支援を要する障害のある人や子どもに対し、
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※７	 【幹線快速バスシステム】
	 路線バスをベースとし、走行形態、車両、駅・停留所、運賃収受、優先信号等の改善を組み合わせることで、	
	 定時性・速達性の確保や輸送力の増大が可能となる高度なバスシステム。

災害時に支援できる体制づくりが必要です。
　住環境では、地域における人口減少や少子高齢化、核家族化などを背景に、管理不全となる空家等が年々
増加しています。
　南区では、空家等の適切な管理がなされず、防犯・防災、衛生、景観などについて、区民の生活環境
に影響を及ぼしていることが問題となり、相談件数も年々増加傾向にあります。

４　道路・公共交通
　南区の北東部の JR横浜線、国道16号、南西部の JR相模線、圏央道、県道46号（相模原茅ヶ崎）、南
東部の小田急小田原線と小田急江ノ島線、中央部の県道51号（町田厚木）や県道507号（相武台相模原）、
県道52号（相模原町田）が、それぞれ区の交通の骨格を成しています。
　鉄道の利用により、都心部や横浜などへの移動
には便利ですが、自動車やバスでの区内移動にお
いては、渋滞や狭あい道路が多いことで、通行に
支障があり、バス路線網の構築や交通不便地区に
おける生活交通の確保などの課題があります。
　現在、新しい拠点などの開発動向を踏まえて、
県道52号（相模原町田）の拡幅整備や幹線快速
バスシステムの※７導入に向けた取組が進められて
います。　

地区合同防災訓練

国道 16 号
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５　産業・商業・観光
　平成27（2015）年の国勢調査によると、南区における就業者数は約12.3万人で、市全体の37.9％を
占めています。産業別の就業比率としては、第３次産業が最も多く73.0％を占め、他の２区よりも第３
次産業の就業比率が明らかに高くなっています。
　若い世代の定住・定着を促進するためには、雇用の創出が一つの手段となるため、地域の商業・産業
の活性化により、雇用の創出や昼間人口の増加を目指す必要があります。
　工業については、麻溝台地区や大野台地区に工業団地や工業地が所在しており、良好な操業環境の維持・
向上が求められています。
　商業については、相模大野駅周辺では、大規模小売店舗、文化施設などが立地する本市を代表する一
大商業・業務地が形成されていますが、大手百貨店の閉店など、魅力ある商業地形成に関する課題が生
じています。
　また、国道16号沿道には、大規模小売店舗を含む商業・業務機能が集積しているとともに、大野中地区・
相模台地区・東林地区には地区中心商業地※８が形成され、多くの地元住民によりにぎわっています。
　しかしながら、商店街の空き店舗の増加や、区民の３割の人が買回り品※９の購入先として東京都町田
市を選んでいるという現状もあり、個性と魅力ある商店街、地域住民のニーズに合った店舗づくりや地
産地消の取組が求められています。
　観光では、江戸時代からの伝統行事である「相模の大凧まつり」をはじめ、「東林間サマーわぁ！ニバル」
や「相模原よさこいRANBU！」など、市外からも来場者が訪れる、にぎわいあふれるイベントが開催さ
れており、今後は、スポーツ観戦や国指定史跡勝坂遺跡などの文化、歴史的資源を活用した観光振興や、
観光客が増加し、地域の活性化につながる仕組みづくりが求められています。

６　基地
　南区の南部には、米軍基地が２箇所あります。ヘリコプターなどの騒音が生活の支障となることや計
画的なまちづくりを進めていく上で大きな障害となっていることから、基地の早期返還に向けて国や米
軍への要請を行うなどの取組が必要となっています。

相模の大凧まつり 東林間サマーわぁ！ニバル

※８	 【地区中心商業地】
	 市内に散在する複数の商業地について、それぞれの商業集積の現況、交通の拠点性及び将来の発展性などを	
	 加味しながら、「中心商業地」、「地区中心商業地」、「近隣商業地」と機能を分類したものの１つ。

※９	 【買回り品】
	 消費者が価格・品質・色・デザインなどを比較検討した上で購入する商品。婦人服・呉服・靴など。
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７　環境
　市街地に隣接する木もれびの森は、コナラ、クヌギなどの雑木林が連なり、相模野の面影が残る緑地で、
四季折々の自然を満喫できる散策路や芝生広場があります。また、クレマチスやアジサイが美しい相模原
麻溝公園やフランス式庭園・大温室・芝生広場などからなる県立相模原公園など、豊かなみどりが広がっ
ています。
　区の南西部を流れる相模川は、その豊かで清らかな流れにより、釣りなどのレジャーの場としてにぎ
わうとともに、「相模川芝ざくらまつり」の会場となるほか、川沿いには、豊かな田園地帯が広がってい
ます。また、区の北東部を流れる境川の斜面緑地では貴重な植物が生育するなど、南区では豊かな水と
みどりが守られています。
　今後は、これらの豊かな自然を南区のオアシスとして守り育て、多くの区民が訪れる場所となるよう
な取組が求められています。
　また、ごみの問題について、不法投棄やごみ出しのマナー違反が散見されることから、ごみと資源の
分別ルールの理解など、区民の環境に関する意識を育む必要があります。

８　地域コミュニティ・協働
　協働のまちづくりを行う上で、自治会の存在は欠かせませんが、加入率は年々減少傾向にあり、南区
では55.8％（平成31（2019）年４月１日現在）となっています。区内では相武台地区が最も加入率が
高く、66.5％となっています。一方、小田急線沿線で新興住宅地やマンションなどの多い大野南地区や
東林地区の加入率が低くなっています。相模大野駅や東林間駅の周辺は、賃貸型の集合住宅が多いこと
から、加入促進に向けた一層の取組が必要です。
　また、多くの地域活動の担い手は高齢者が中心であり、働く世代・子育て世代や若い世代のまちづく
りへの参画が少ない傾向が見られるため、地域コミュニティの希薄化への対応、地域活動の活性化や伝統・
文化などの継承に課題があります。

９　区制・行政サービス
　相模大野駅周辺は、南区役所を置く南区合同庁舎、南保健福祉センターのほか、相模原県税事務所や
相模原南水道営業所が置かれる県高相合同庁舎が所在するなど南区における行政サービスの拠点となっ
ています。また、区内７地区には、それぞれまちづくりセンターを設置し、地域におけるまちづくりの
拠点や行政サービスの窓口となっています。
　南区の公共施設の中には、南区合同庁舎など建設から長期
間が経過する施設や、閉鎖した東清掃事業所など利用してい
ない施設があり、計画的な改修・更新や跡地の有効活用など、
公共施設マネジメントの取組を推進していく必要があります。
　市は、これまでに商業振興や観光振興などの業務の一部を
区役所に移管し、区役所の機能を強化してきましたが、多様
化する区民ニーズにより的確に対応した行政サービスを提供
することが求められています。

南区合同庁舎
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南区の目指す姿・取組目標
　南区の特色や現状と課題を踏まえて、これから区民と共に創る南区の目指す姿を次のとおり定めます。

　目指す姿として、区民一人ひとりが住み続けたい、活動し続けたいと思えるような、魅力があふれ、
愛着と誇りを持てる「まち」として、成長していく様を表しています。

○湧きおこる７つの風…

　南区には、歴史や特色を持った７つの地区
（大野中、大野南、麻溝、新磯、相模台、相武台、
東林）があります。そして、それぞれの地区
から自発的に生まれる魅力ある地域づくり
のための様々な取組（ムーブメント＊）を表
しています。
　　　　
＊ムーブメントには、
　・情報発信　・支え合う地域づくり　　　
　・あらゆる世代の区民意見の反映
　・地域からの発想　・大学との連携
　・都市機能の充実　・南区の魅力づくり　
　　　　　　　　　　　　などがあります。

○響きあう南区…

　これからのまちづくりで大切にしたいこ
と、それは、あらゆる世代の人と人、地域
と地域、自治会とNPO、区民と行政…こう
した様々な響きあい＊です。

＊響きあうとは、
様々な人々や団体が、お互いに交流し、
尊重しあい、そして協力しあって、まち
づくりを進めることをいいます。

湧
わ

きおこる 7つの風　響きあう南区
～愛着と誇りを持って、区民が躍動するまちを目指して～

南区の目指す姿

　取組目標
　目指す姿の実現のため、６つの取組目標を定め、区のまちづくりを進めます。

　Ⅰ　健やかに成長し学ぶことができるまちをつくります
　Ⅱ　いつまでも健康でお互いが支え合うまちをつくります
　Ⅲ　誰もが安心して暮らせるまちをつくります
　Ⅳ　交流と魅力あふれるにぎわいのあるまちをつくります
　Ⅴ　環境を守り育てるまちをつくります
　Ⅵ　区民がいきいきと活躍する協働のまちをつくります
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■取組の方向Ⅰ－１

安心して子育てができる優しいまちづくり　　　　　　

（子育て家庭の支援）
○子育て情報の提供、子育て世代が集える場所の確保や支援、
関係機関と連携した保育所や児童クラブの待機児童の解消に
向けた環境の整備などの充実を図ります。
○子育ての不安を解消するために、気軽に相談や情報交換をす
ることができる場の充実を図ります。
○子育て支援の場を広めていくため、子育て支援に携わる人への
研修や情報提供、相互の交流・連携の機会の創出を図ります。

（子どもの居場所・遊び場づくり）
○子どもが健やかに成長するために、地域と連携して、安心し
て過ごせる居場所や子どもの遊び場の充実を図ります。

（学習機会・環境の充実）
○子どもの学力・体力の向上と併せて、地域人材を活用して、
子どもが地域の文化や魅力などを学ぶ機会の充実を図ります。
○子どもが家庭環境や経済状況などに左右されることなく学習
ができる環境づくりを進めます。

健やかに成長し学ぶことができるまちをつくります
取組目標Ⅰ

取組の方向

〔取組の方向と SDGs の関連〕

ふれあい親子サロン

さがみはら子どもの権利の日のつどい
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（共育環境づくり）
○地域みんなで子どもを “共育 ”（共に育てる）する環境づくり
を進めます。

■取組の方向Ⅰ－2

学びの機会が充実したまちづくり　　　　　　　　　　　

（生涯学習・社会教育の振興）
○区民の学びたい意欲や興味に応じた情報と、学ぶ機会や場を
提供します。また、学習した成果を地域などの社会参加活動
に役立てることができるよう支援を行います。

（公民館活動の推進）
○区民が主体的に公民館運営に取り組み、地域課題などの解決
を目指した学習活動を行うため、公民館における各種学級や
講座などの事業を実施します。

〔取組の方向と SDGs の関連〕

こども自然体験教室 公民館まつり
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■取組の方向Ⅱ－１

誰もがいきいきと暮らせるまちづくり　　　　　　

（高齢者の地域活動への参画促進）
○高齢者の貴重な経験や知識を魅力ある地域づくりに生かせる
よう、地域活動の機会や活動に関する情報の提供と参加しや
すい環境づくりに取り組みます。

（高齢者の活動の支援）
○高齢者の自立支援のため、生きがいや健康づくりに関する活
動を支援するとともに、気軽に集え、世代間交流や仲間づく
りなどができる場づくりと相談支援の充実に取り組みます。

（障害のある人の社会参加の支援）
○障害などに関する理解促進に取り組むとともに、障害のある
人の社会参加を図るため、区内イベントなどを通じて、障害
福祉サービス事業所などを紹介することや地域活動に参加す
る機会を増やします。

　いつまでも健康でお互いが支え合うまちをつくります
取組目標Ⅱ

〔取組の方向と SDGs の関連〕

いきいき百歳体操

パラスポーツの普及啓発活動
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（地域ネットワークの構築）
○民生委員・児童委員や地域包括支援センター、社会福祉協議
会、自治会、ボランティア団体などと連携した地域ネットワー
クの構築や、高齢者など支援が必要な方を地域で見守る体制
の充実に取り組みます。

（多文化共生・交流の推進）
○国籍を問わず地域住民が互いに文化や習慣を尊重し、交流を
深めるよう取り組むとともに、多言語での情報提供を行い、
誰もが住みやすい環境づくりを進めます。

■取組の方向Ⅱ－２

健やかに暮らせるまちづくり　　　　　　

（健康増進活動の充実）
○生活習慣病予防などのために、若い頃からの健康教育、健康
づくりのための情報や場の提供及び各種事業の充実に取り組
みます。

（医療体制の充実）
○医療関係機関と連携して、休日及び夜間における救急医療体
制の確保を図ります。

〔取組の方向と SDGs の関連〕

ラジオ体操指導者講習会
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■取組の方向Ⅲ－１

安全・安心なまちづくり　　　　　　

（地域一体となった安全・安心の取組の推進）
○青パトによる啓発活動や通学路の見守りなど、地域・学校・
関係機関・警察・区役所が連携を密にして地域の安全・安心
の活動に取り組みます。

（消費者被害の防止）
○区民・関係機関・警察・区役所が連携して、高齢者が振り込
め詐欺や悪質商法などの被害に遭わないよう、啓発活動に取
り組みます。

（快適な生活環境の保全）
○防犯・防災、衛生、景観などの上で問題となっている空き家
問題の解消に向けた取組を行います。
○落書き防止や路上喫煙防止に関するキャンペーンなど啓発活
動に取り組みます。

（警察機能の充実の要望）
○区民が安心して日常生活が送れるように相模原南警察署の利
便性向上や交番の増設など、警察機能の充実を関係機関に要
望します。

（犯罪防止の取組の推進）
○ LED防犯灯の整備や維持管理などを行い、犯罪の防止を図
ります。

○警察・関係団体・地域団体と連携を図り、多様化す
　る犯罪に関する情報共有や、防犯活動の推進により、
　区民の防犯意識を高めます。

　誰もが安心して暮らせるまちをつくります
取組目標Ⅲ

〔取組の方向と SDGs の関連〕

青パト
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（自転車安全対策の推進）
○神奈川県交通安全対策協議会による自転車交通事故多発地域
としての指定の解除を目指し、自転車道などの整備や交通安
全教育など自転車マナーの向上に取り組み、安全な自転車利
用の促進を図ります。

■取組の方向Ⅲ－２

災害に強いまちづくり　　　　　　

（地域の防災組織の活動支援）
○自主防災組織や避難所運営協議会の活動支援や研修の機会づ
くりなど、災害時に地域の力が発揮できるよう、区の防災機
能の一層の強化に取り組みます。

（災害時要援護者の支援）
○障害のある人・高齢者・乳幼児・外国人など、災害時要援護
者避難の支援体制の充実を図ります。

（災害対応能力の向上）
○区役所・公民館・学校・関係機関・区民・企業などが、それ
ぞれの施設・設備・体制の強化や水・食料・資機材の備蓄
などを行うことで、大規模な災害への対応能力の向上を図り
ます。

（防災意識の向上）
○災害時の地域の危険箇所や避難場所などについて、防災ガイ
ドブックなどを活用し、広く区民に周知し、防災意識の向上
を図ります。

（浸水被害の防止）
○浸水被害の軽減・解消を図るため、雨水管を整備するととも
に、河川改修などを促進します。

（在日米陸軍との連携）
○在日米陸軍と連携を図ることにより、避難場所の機能の確保
や地域住民との合同避難訓練の実施など、災害や大事故に備
えた取組を進めます。

〔取組の方向と SDGs の関連〕
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■取組の方向Ⅳ－１

都市機能が充実したまちづくり　　　　　　

（新たな拠点の整備推進）
○産業・みどり・文化・生活などが融合した都市の拠点として、
圏央道相模原愛川インターチェンジ周辺の地区などにおける
新たな拠点の整備を推進します。

（魅力ある商業地づくり）
○本市の南の玄関口である相模大野駅周辺や地区中心商業地
が、区民をはじめ多くの人が訪れ、出会いやふれあい、活動
の場として魅力に満ちたまちになるよう、多様な都市機能の
集積や既存ストックの活用のほか、様々な交通手段の相互の
結節性・利便性の向上などの取組を推進します。

（商工業の振興）
○圏央道相模原愛川インターチェンジなどの交通利便性を生か
した企業誘致の推進や、地域の商工業の活性化を進め、雇用
の場の創出を図ります。

（幹線道路の整備推進）
○区内の道路渋滞の解消を図るとともに周辺都市との交流・連
携を支えるため、県道46号（相模原茅ヶ崎）、県道51号（町

田厚木）、県道52号（相模原町田）や都市計画道路の
整備を推進します。

交流と魅力あふれるにぎわいのあるまちをつくります
取組目標Ⅳ

相模大野駅周辺

〔取組の方向と SDGs の関連〕
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（生活道路の整備推進）
○生活に密着した道路などを安全で快適に利用できるよう、道
路や交通安全施設の整備、維持・管理を推進します。

（公共交通の利用促進）
○区民の日常を支えるバス路線網の構築や JR相模線の複線化
などを促進し、公共交通の利用促進を図ります。

（生活交通の確保）
○区内の交通の利便性向上や道路混雑緩和による環境負荷の軽減
を図るため、路線バスの定時性や速達性の確保に取り組みます。
○高齢者などの公共交通以外に移動手段がない方が買物や病院
に不便がなく移動できるように、生活交通の維持・確保に取
り組みます。

（基地の早期返還）
○基地の早期返還や米軍機の騒音などの解決に向けて、国及び
米軍に対して要請に努めます。

■取組の方向Ⅳ－２

活力あふれるまちづくり　　　　　　

（魅力ある商店街づくり）
○商店街のにぎわいづくりを促進するとともに、地域コミュニ
ティの担い手となるような魅力ある商店街をつくります。

（スポーツの推進）
○相模原市ホームタウンチームとの連携や効果的な情報発信な
どにより、区民がスポーツに親しむ機会を提供します。

（文化芸術の振興・歴史文化の伝承）
○区民の多彩な文化芸術活動の促進や多様な文化に触れること
のできる機会の充実を図ります。
○歴史文化に親しむため、区内の寺社仏閣の由縁や一遍上人の
伝承、遺跡などの古き良き魅力などの情報発信を図ります。

〔取組の方向と SDGs の関連〕

ノジマステラ神奈川相模原
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■取組の方向Ⅴ－１

環境を守り育てるまちづくり　　　　　　

（区民の憩いの場の創出）
○木もれびの森や相模川などの豊かな自然が南区の憩いの場と
なり、区民から愛され、親しまれる場所となるよう区民との
協働による保全・活用の推進に取り組みます。
○区内の花や自然の名所や見頃などを PRし、区民が美しい自
然を愛でることができ、心安らげるオアシスづくりに取り組
みます。
○区民が集いやすい環境の整備や多目的な利活用などにより、
魅力あふれる公園づくりに取り組みます。

（循環型社会の推進）
○ごみと資源の分別方法・出し方の周知や４Rに関する情報発
信をするとともに、食べられるのに捨てられている食品、い
わゆる食品ロスの対策を行うなど、ごみの減量化・資源化の
推進に取り組みます。

　環境を守り育てるまちをつくります
取組目標Ⅴ

〔取組の方向と SDGs の関連〕

相模川（鮎釣り） 相模原麻溝公園
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■取組の方向Ⅵ－１

コミュニティ豊かなまちづくり　　　　　　

（地域の担い手の連携）
○自治会・NPO・ボランティア団体・企業・商店会・大学など
の多様な主体が連携し、協働して、まちづくりを行っていけ
る仕組みづくりを進めます。

（地域の担い手の育成）
○若い世代や働く世代、子育て世代、シニア世代の地域活動へ
の参加の機会を創出し、地域の担い手を育成します。

（地域活動の活性化）
○地域における区民の活動を活性化させるために、情報や場の
提供などのサポート機能を強化します。

（自治会の活性化）
○防犯・防災、環境、福祉などの活動において地域コミュニティ
の中心である自治会の運営を支援するとともに、自治会への
加入促進に取り組みます。

　区民がいきいきと活躍する協働のまちをつくります
取組目標Ⅵ

〔取組の方向と SDGs の関連〕

南区若者参加プロジェクト
実行委員会

自治会加入キャンペーン
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（世代間交流の促進と区民の連携）
○あらゆる世代の区民同士、区民と活動、活動と活動が出会い、
交流と対話により信頼関係を築くために、公民館活動や地域
活動などを通じ、場づくり、機会づくりを進めます。

（協働によるまちづくりの推進）
○区民会議やまちづくり会議での話し合いなどを通じて、「地
域活性化事業交付金」※10などを活用し、区や地域の特性を生
かした協働によるまちづくりに積極的に取り組みます。

（区民意見の反映）
○若い世代や働く世代、子育て世代、シニア世代など、あらゆ
る世代の区民の声をまちづくりに生かします。

（大学との連携による地域づくり）
○市民・大学交流センター※11の活用や相模原・町田大学地域コ
ンソーシアム※12との連携により、大学の専門性や学生の活力
をまちづくりに生かします。

区民会議

〔取組の方向と SDGs の関連〕

高校生未来討議会

※10	 【地域活性化事業交付金】
	 幅広い層の市民の参加及び協働による地域の活性化を目指し、市民が自主的な課題解決に取り組む事業に対	
	 する交付金。

※11	 【市民・大学交流センター】
	 地域活動や市民活動を行う市民と高度な専門性や豊富な人材を有する大学が連携して、様々な分野に関する	
	 地域の課題解決や活性化を図り、新たな活動を創造するために本市が設置した施設。愛称を「ユニコムプラ	
	 ザさがみはら」としている。

※12	 【相模原・町田大学地域コンソーシアム】
	 相模原市と町田市を生活圏とする大学、NPO、企業、行政など様々な主体が連携し、それぞれの特性を生かし
	 た協働を通じて、魅力あふれる地域社会を創造することを目的に設立された公益社団法人。
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■取組の方向Ⅵ－2

区制を生かしたまちづくり　　　　　　

（区の魅力づくりと情報発信）
○区民としての一体感や区への愛着や誇りなどの意識の醸成を
図るために、区の魅力づくりと情報発信を行い、都市ブラン
ド力の強化や区民相互の交流促進に取り組みます。
○区内で開催されるイベントや区の魅力についての情報発信を
行い、区外及び市外からの観光客の増加を図ります。

（区民サービスの向上）
○区民が必要とする行政サービスを「早く」・「正しく」・「分か
りやすく」提供するとともに、行政サービスの高度化及び区
民ニーズの多様化に柔軟に対応し、公平性を持って提供でき
るように努めます。

（区役所機能の強化）
○区民の利便性向上と地域ニーズへの的確な対応を図るため
に、区役所の機能をより一層強化し、地域の特性を生かした
まちづくりに取り組みます。

南区ガイドマップ

南区パフォーマンスステージ

〔取組の方向と SDGs の関連〕
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区のシンボルマーク・カラー

◆ 区を身近に感じ、親しみを持っていただくため区のシンボルマーク・カラーを制定しました。

　緑区と未来の「ミ」をモチーフに、未来へ向けて
羽ばたくイメージのデザインで、自然との融和を
図るまちづくりを表しています。
　区のカラーの若竹色には、これからの成長への
願いを込めています。

　中央区（CHUO）の頭文字Cと数字の９（区内９
地区）を表し、真ん中に桜の花びらを1枚配置するこ
とで、区のまとまりを表現しています。
　「市民桜まつり」の会場にもなる「市役所さくら通
り」。その桜並木の咲き誇っている様子が、まさに中
央区をイメージさせるのにふさわしい姿であること
から、区のカラーを「さくら色」にしました。

　南区の頭文字である「み」の文字をモチーフに、
都会的洗練と自然の穏やかさ、若々しい活発さと大
人の落ち着き、伝統と未来といった複数の要素が互
いに影響しながら、相乗効果で街やコミュニティが
豊かに発展していく様子を表しています。
　シンボルカラーについても、南区が持つ様々な要
素の調和をイメージし、クリーンな印象があり誰も
が共感しやすい「南区ブルー（緑味のあるブルー）」
としました。

〈シンボルカラー〉「若竹色」　

〈シンボルカラー〉「さくら色」

〈シンボルカラー〉「南区ブルー」

緑　区

中央区

南　区
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